
ふしぎがいっぱい（３年）「かげと太陽」利用案 

 

江東区立八名川小学校 黄地 健男 

【単元のねらい】 

  「日陰は太陽の光を遮るとでき、日陰の位置は太陽の動きによって変わること」や「地

面は太陽によって暖められ、日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあること」

について、理解する。 

【番組利用にあたって】 

  第一次の前半では、かげが動く様子を十分に観察させる。その後、本番組を視聴する

ことで、東京タワーやビルなどのかげも同じように動くことを知り、かげに対する興味・

関心を高めていく。番組を視聴していくと最後に、かげが動く原因は太陽ではないかと

考えさせる場面が見られる。これをきっかけとし、「太陽の動きを実際に調べてみたい」

といった意欲を高めさせ、次時の学習活動につなげていく。 

 

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート 

次 時 学習活動 教師の支援 
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○遊具などのかげを地面になぞらせ、か

げでき方や動く様子を話し合う。 

・どのかげも同じ方向を向いていた。 

・時間が経ったら、地面になぞった線と

かげがずれていた。 

 

 

 

 

 

 

観察１ 

○時間がたつとかげの向きがどうなる

か計画を立て、調べる。 

・時間がたつとかげの向きが変わること

が分かった。どうしてだろう。 

 

◆「かげと太陽」番組視聴〈10 分〉 

 

 

 

 

 

観察２ 

○かげの向きと太陽の見える方向を調

べる。 

・太陽は、かげの反対側にあった。 

・観察する時間によって太陽やかげの位

◇指を痛めないよう、わりばしなどで、

地面に遊具のかげをなぞらせていく。 

◇時間が経つと、かげが動くことに気付

かせたいので、なぞるかげは、少し時

間のかかるものにする。 

■かげはみんな同じ向き（音声消） 

◇かげを地面になぞる活動をした後に

クリップの音声を消して視聴し、かげ

のでき方について話し合う。 

 

 

 

◇観察結果を写真で記録しておくこと

で、考察で振り返るときの手がかりに

させる。 

◇番組前半は、既習事項の振り返りとし

て視聴させる。後半は、太陽の動きを

調べるための動機付けとして視聴さ

せる。 

 

 

 

 

 

◇太陽を観察する時は、遮光板を使わ

せ、目を痛めないようにする。 

◇午前９時、正午、午後２時と３回以上

観察を行い、太陽とかげが動いたこと

かげが、動く原因は太陽なのだろうか。 

かげは時間がたつとどのように動くのだろうか。 

かげは、西から北を通って、東に動く。 
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置が変わった。 

 

 

 

 

観察３ 

○太陽はどのように動くか調べる。 

・太陽は東からのぼり、南を通って、西

へしずむことが分かった。 

 

 

・かげの動きと太陽の動きには、関係が

あることが分かった。 

 

 

が分かるよう、工夫した記録を行う。 

 

 

 

 

◇太陽を観察する時は、遮光板を使わ

せ、目を痛めないようにする。 

◇方位磁針の使い方を定着させる。 

◇四方位を確認し、指で指し示すことが

できるようにする。 

■ほういじしんの使い方 

◇太陽の動きを記録させるため、地面に

線を引いたり、屋上にビニルテープを

貼ったりして、方位を書く。 

■太陽の動きとぼうのかげ 

■日時計を作る 
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○日なたと日かげの様子には、どんな違

いがあるか話し合う。 

 

観察４ 

○日なたと日かげの地面の様子の違い

を調べる。 

・日なたの地面は、あたたかかく、かわ

いていた。日かげの地面は、冷たく、

しめっていた。 

・日なたと日かげでは、どれくらい温度

が違うのだろうか。 

 

 

 

 

観察５ 

○温度計を使って、日なたと日かげの地

面の温度を調べる。 

・日なたの方が、日かげよりも地面の温

度が高いことが分かった。 

・昼のほうが、朝よりも地面の温度が高

いことが分かった。 

 

 

 

 

◇調べる視点（明るさ・あたたかさ・し

めりぐあい）について確認する。 

 

 

◇観察結果を表や棒グラフなど、見やす

い方法で記録させる。 

 

 

◇どのくらいあたたかさが違うのか考

えさせることで、地面の温度を測るこ

と必要感を高めていく。 

 

 

 

 

 

◇温度計の使い方や土の温度のはかり

方を伝える。 

■土の温度のはかり方 

◇放射温度計で測ることも考えられる。 

 

■太陽の動きと温度 

 

 

かげが動く原因は、かげの反対側にある太陽である。 

太陽はどのように動くのだろうか。 

太陽は、東からのぼり、南を通って、西にしずむ。 日なたと日かげには、どのような違いがあるのだろうか。 

日なたは、あたたかくて、かわいている。日かげは、つめたくて、しめっている。 

日なたや日かげの地面の温度はどのように変化するのだろうか。 

日なたの方が地面の温度が高い。また、地面の温度は、昼に近づくほど高くなる。 


